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『糖尿病性腎症の治療でのアルドステロンブロッカーの位置づけ』

糖尿病性腎症の治療として厳格な血圧コントロールは大切である。

RA系抑制薬が第一選択薬であるが、それだけでは充分ではない。

本セミナーではアルドステロンブロッカー（スピロノラクトン、

エプレレノン）の位置づけをまとめる。


